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台風・豪雨・大雪等が予想される場合，事前に休講の予告を安否確認システム（ANPIC）にてお
知らせします。なお，休講は以下の基準により判断します。

１．休講の取扱い
⑴  　各キャンパスの所在地に福井地方気象台から警報の発表，市町村等から避難指示等の発令が
あった場合，次のとおりとする。
　①　特別警報
　　○全キャンパス
　　　イ　午前６時の時点で発表されている場合
　　　　　→　授業等は全て休講
　　　ロ　始業時刻後に発表された場合
　　　　　→　状況に応じて授業等を休講

注：特別警報の発表基準
　　○気象等に関する特別警報
　　　・数十年に一度の大雨，暴風，高潮，波浪，暴風雪，大雪が予想される場合
　　○津波・火山・地震（地震動）に関する特別警報
　　　・ 3メートルを超える津波が予想される場合
　　　・居住地域に重大な被害を及ぼす噴火が予想される場合
　　　・震度 6弱以上または長周期地震動階級 4の大きさの地震動が予想される場合

　②　警報
　　○　文京キャンパス
　　　イ  　午前 6時の時点で発表されており，かつ，福井駅発着のＪＲ西日本，ハピラインふくい，

えちぜん鉄道，京福バス，福井鉄道の電車・バス（以下「福井駅発着公共交通機関」とい
う。）の全部又は大部分が運休している場合

　　　　　→　午前中の授業等を休講
　　　ロ  　午前10時の時点で発表されており，かつ，福井駅発着公共交通機関の全部又は大部分が

運休している場合
　　　　　→　午後の授業等を休講
　　○　松岡キャンパス
　　　イ  　午前 6時の時点で発表されており，かつ，福井駅発着公共交通機関の全部又は大部分が

運休している場合
　　　　　→　道路状況等に応じて午前中の授業等を休講
　　　ロ  　午前10時の時点で発表されており，かつ，福井駅発着公共交通機関の全部又は大部分が

運休している場合
　　　　　→　道路状況等に応じて午後の授業等を休講
　　○　敦賀キャンパス
　　　イ  　午前 6時の時点で発表されており，かつ，ＪＲ西日本及びハピラインふくいの福井駅～

敦賀駅間（以下「敦賀駅発着公共交通機関」という。）が運休している場合
　　　　　→　午前中の授業等を休講
　　　ロ  　午前10時の時点で発表されており，かつ，敦賀駅発着公共交通機関が運休している場合
　　　　　→　午後の授業等を休講

気象警報発表時等における授業・学期末試験等の取扱い
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　③　避難指示
　　　→　  福井地方気象台から①特別警報が発表された場合に準ずる。ただし，始業時刻後に避難

指示が発令された場合は，その後の全ての授業等を直ちに休講

　④　避難指示以外の避難に関する情報等
　　　→　状況に応じて授業等を休講

⑵　事件・事故，重篤な感染症の発生その他不測の事態が発生した場合
　　→　状況に応じて授業等を休講

⑶　上記⑴，⑵において，特に必要と認められる場合
　　→　前もって（前日等に）授業等を休講とすることがある。

2 ．休講の決定

⑴　文京キャンパス・敦賀キャンパスに係る休講
　　→　副学長（教育担当）が決定

⑵　松岡キャンパスに係る休講
　　→　医学部長・医学系研究科長からの報告に基づき副学長（教育担当）が決定

⑶　上記⑴，⑵のほか，授業等履修者の半数以上の欠席者がいる場合
　　→　授業等担当教員の判断で当該授業等を休講とすることがある。

3 ．休講の周知方法

　→　安否確認システム（ANPIC），福井大学ホームページ等により周知

注：警報の発表基準
　　○気象等に関する警報
　　　・  降雨量，風速等が一定の基準に到達することが予想される大雨，洪水，暴風，高潮，

波浪，暴風雪，大雪の場合
　　○津波・火山・地震（地震動）に関する警報
　　　・ 1メートルを超え 3メートル以下の津波が予想される場合
　　　・  火口から居住地域近くまでの広い範囲の火口周辺に被害を及ぼす噴火が予想される
　　　　場合
　　　・震度 5弱以上 6弱未満の大きさの地震動が予想される場合

注：避難情報等（市町村が発令）
　　○避難指示
　　　・安全な場所に速やかに避難を完了する
　　○高齢者等避難
　　　・高齢者等，避難に時間のかかる人は安全な場所に速やかに避難を完了する
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4 ．補講等の取扱い

⑴　上記 2の⑴，⑵の場合
　　→　原則として大学又はキャンパス毎に一斉に実施
　　→　試験日については，各学部長・研究科長等が決定
⑵　上記 2の⑶の場合
　　→　補講日，試験日については，授業等担当教員が適宜設定

5 ．教育実習等における取扱い

　教育実習，病院実習，介護等体験，インターンシップ等の学外実習の場合
　→　各実習先若しくは実習担当教員又は必要に応じ各学部長・研究科長等の判断による。

6 ．欠席届等の提出

  　授業等を休講としない場合において，災害，事故，公共交通機関の運休・遅延等やむを得ない理
由により授業等に出席できなかった場合
　→　  欠席届に罹災証明書，遅延証明書又は理由書等を添付して，事務室に届け出。この場合，授

業担当教員は当該学生に対し不利益を与えないよう配慮
　→　追試験については，各学部・研究科等の取扱いによる。
  　なお，授業担当教員へは，各自シラバスで教員の連絡先を確認し，メール等で欠席の連絡をして
ください。

日本各地で地震をはじめとする自然災害が多発する背景を受け，本学では，大規模災害等の危機発
生時に，学生の安否確認を迅速かつ確実に実施するため，「福井大学安否確認システム（ANPIC）」
を導入しています。
非常時の学生のみなさんへの連絡は，安否確認システムにより行いますので，確実に登録を済ませ，

いつでも報告等の対応ができるようにしてください。登録は，緊急時に連絡が取れるように携帯電話
やスマートフォンのメールアドレスを設定し，安否確認システムへの初期設定（本登録）を必ず済ま
せてください。本学のホームページからも初期設定専用サイトへ入ることができます。初期設定につ
いてのメールは，大学の学生メールアドレス（アカウントID@g.u-fukui.ac.jp）宛に届きますので，必
ず確認してください。
初期設定が完了すると，LINEや ANPIC アプリで通知を受け取る設定をすることもできます。普段
からよく利用するものに設定してください。
 また，ANPICでは安否確認の他，休講に関するお知らせ等，大学から学生のみなさんに重要な情
報が伝達されることがあります。万が一の災害時等に対応できるように，必ず登録ください。

　　　　　　　　 ANPIC 初期登録サイト 

災害時等における安否確認システム（ANPIC）
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